
城東小中学校の児童生徒の推移について

今後の城東小中学校について
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平成12年から順次完成した校区内における宅地
開発により児童生徒数が増加したが、令和3年度か
らは急激に児童生徒数が減少している。

42 
41 40 40 45 36 

36 40 
35 31 29 20 

41 52 44 49 
57 40 45 49 

44 32 40 
29 

83 
93 

84 
89 102 

76 81 89 

79 63 
69 

49 

0

20

40

60

80

100

120

犬山北小学校進学先別児童数(人)

犬中 城中 犬北計

参考資料１



今後の城東小中学校について

城東小中学校の学校施設について

城東小学校、中
学校共に、北舎は
昭和30年代建築
の校舎であり、概
ね50年といわれ
る施設の耐用年数
が迫っている施設
もあり、犬山市の
未来を担う子ども
たちに、安全・安
心な学習環境を確
保する必要があ
る。

凡例（建築年）
赤色…昭和30年代 黄色…昭和40年代
水色…昭和50年代 緑色…平成10年代
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今後の城東小中学校について

城東小中学校の学校施設について

令和４年度に実
施した耐力度調査
の結果では、城東
小学校は耐力度が
あり、城東中学校
は西棟が構造上危
険な状態にある建
物(危険建物)と測
定された。
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今後の城東小中学校について

城東小中学校改築スケジュールについて

概算参考データ
城東小学校保有面積：5,501㎡
城東中学校保有面積：5,758㎡
新築校舎面積：10,000㎡

RC建築物解体費：20,000円／㎡(根拠:業界での目安W30,000円／坪,RC60,000円／坪)
学校建設費：350,000円／㎡(根拠:建築コスト情報2020冬P845)

小学校解体工事費:5,501㎡×20,000円／㎡=110,020,000円
中学校解体工事費:5,758㎡×20,000円／㎡=115,160,000円
新校舎建設費:10,000㎡×350,000円／㎡=3,500,000,000円

条件：　現在地

構造：　鉄筋コンクリート造

年度

単位：千円

事業費 4,268,068

内訳（設計監理委託料） 442,888

内訳（工事請負費） 3,825,180

内訳（備品等） 0

　【国庫補助金】 1,278,641

　　　実工事費（面積要件・人数要件あり）

　　　その他（設計等委託料）

　【地方債：交付税算入あり】 0

　【地方債：交付税算入なし】 0

　【市単独事業】 2,989,427

基本構想案策定 216

耐力度調査 15,400

地質調査

敷地測量

基本構想策定（基本設計業務） 60,236

実施設計策定（新校舎・給食室・解体） 110,748 ○

(建築事業発注のための設計図書)

工事監理料（工事費の6.7%) 256,288 ○ ○ ○ ○

小学校校舎解体（中学校へ一時集約） 110,020

新校舎建設（小学校跡地） 3,500,000

中学校校舎解体 115,160

外構周辺工事 100,000

工事費用概算を「建築コスト情報」金額とする

R４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １１年度

106,700

15,400 216 60,236 110,748 7,372 234,500 6,700

15,400 216 60,236 110,748 117,392 3,734,500

100,000110,020 3,500,000

0

0 36,673 1,166,666 0

36,916 36,673 1,166,666

036,916 0 0

6,7007,716

106,70084,49015,400 216 60,236 73,832 80,719 2,567,834

7,372

１０年度

122,876

7,716

115,160

38,386

38,386

0

234,500

【主な課題】
①児童生徒数の減少への対応
・学校区の見直しを行うか
・人数に応じた特色ある学校づくりを目指すか

②２校の考え方について
・地域特性をどう取込むか
・小中一貫校、施設共有・併設校など進めるか

③施設状況について
・令和４年度耐力度調査結果により整備をどう進めるか
・国庫補助対象となる施設をどう選別するか

④市道塔野地２号線（２校の間にある市道）について
・児童生徒のためにどう活用するか
・地元要望及び地元調整による市道廃止等の可能性はあるか

※上記の課題の意見調整について
・令和3年度定例教育委員会で学校区の基本方針(現状維持)を確認。
・令和５年度に検討委員会を立ち上げアンケートを実施し、上記課題
について検討委員会で意見調整・意見集約を行い、基本方針を策定。

※上記スケジュールは耐力度調査前のため、工事内容は、
変更の可能性があります。
〈令和3年度試算〉
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